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■ 熊本地震被災地支援
■ 財政解説 Q ＆ A【基金】
■ マキタスポーツの NEO 無尽 in　
　 丹波山村開催決定
■ 診療所で特定健診が受けられます
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トピックス

村を未来へ継いでいくために

ヒマワリが見ごろです

人口と世帯（7 月 31 日現在）

人口 493
世帯 286

男
254

女
239

　
7
月
28
日
、8
月
5
日
、

10
日
に
各
地
区
の
集
会

所・公
民
館
に
お
邪
魔
し
、

地
域
未
来
交
付
金
を
活
用

し
た
旧
庁
舎
・
中
央
公
民

館
の
解
体
と
跡
地
の
利
用

等
に
関
す
る
3
カ
年
の
事

業
や
、
村
の

財
政
状
況
に

つ
い
て
の
説

明
会
を
開
き

ま
し
た
。
お

忙
し
い
中
、

遅
く
ま
で
ご

参
加
い
た
だ

い
た
方
々

へ
、
改
め
て

お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

　
説
明
会
で

は
さ
ま
ざ
ま

な
意
見
を
い

た
だ
く
こ
と

が
で
き
ま
し

地域おこし協力隊の柴田悦子さんの発案で令和 6
年の冬に始まった、役場裏の斜面を彩るタバスキー
のフラワーアート。時に動物の食害に遭い、葉だけ
になっても、何度も花を咲かせてきました。この夏
は厳しい暑さのせいか、花の元気がいまいちな一方
で、タバスキーと同じ黄色のヒマワリが隣で大きく
背を伸ばし、立派な花をつけました。夏バテ気味（？）
のタバスキーとヒマワリの共演をぜひ見にいらして
ください。

た
が
、
丹
波
山
村
の
未
来

を
見
据
え
た
意
見
よ
り

も
、
現
在
の
生
活
の
困
り

ご
と
や
、
村
の
財
政
へ
の

不
安
の
声
が
多
く
聞
か
れ

た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
も

ち
ろ
ん
、
ご
懸
念
の
点
に
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（１）

7 月 28日に大地震が発生した熊本県へ、丹波山村のミネラルウォーター「雲取のしずく」を送るため、防災備蓄倉庫からトラックへ段ボールを
積み込む職員ら。500ml ペットボトル 24本入り 167箱を救援物資として被災地へ届けました。＝ 7月 31日

今月の
 タバスキー村長室から

つ
い
て
は
真
摯
に
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
が
、
村
政

を
預
か
っ
て
い
る
身
と
し

て
は
、「
今
」
と
同
時
に
、

村
の
未
来
の
こ
と
も
考
え

て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
ま

せ
ん
。
そ
の
た
め
に
は
、

次
代
を
担
う
若
い
世
代
の

人
た
ち
の
考
え
を
も
っ
と

聞
き
た
か
っ
た
と
い
う
の

が
、
率
直
な
感
想
で
す
。

　
地
域
未
来
交
付
金
を
活

用
し
た
事
業
は
こ
の
後
、

村
議
会
の
９
月
定
例
会
に

改
め
て
提
出
し
、
是
非
を

問
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

丹
波
山
村
を
存
続
さ
せ
、

次
の
世
代
に
引
き
継
い
で

い
く
た
め
に
は
何
が
必
要

か
。
議
員
の
皆
さ
ん
に

は
、
幅
広
い
年
齢
層
の
方

の
意
見
を
聞
き
、
判
断
し

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

旧
庁
舎
・
中
央
公
民
館
の
あ
る
高
尾
地
区
で
の

説
明
会
＝
８
月
10
日

タ
バ
ス
キ
ー
の
フ
ラ
ワ
ー
ア
ー
ト
の
隣
で

咲
き
誇
る
ヒ
マ
ワ
リ



広報 たばやま　令和 8 年　9 月第 196 号 （２）

　
丹
波
山
村
で
二
拠
点
生
活
を

送
ら
れ
て
い
る
マ
キ
タ
ス
ポ
ー

ツ
さ
ん
発
案
の
イ
ベ
ン
ト
「
マ

キ
タ
ス
ポ
ー
ツ
の
N
E
O
無

尽
in
丹
波
山
村
」
を
10
月
24

日
（
土
）
に
開
催
す
る
こ
と
が

決
ま
り
ま
し
た
（
主
催
：
丹

波
山
村
、
山
梨
日
日
新
聞
社
、

山
梨
放
送
）。
交
流
促
進
セ
ン

タ
ー
、
郷
土
民
俗
資
料
館
を

会
場
に
、
マ
キ
タ
ス
ポ
ー
ツ
さ

　
熊
本
地
震
災
害
義
援
金

の
募
金
箱
を
、
丹
波
山
村

役
場
、
丹
波
山
村
社
会
福

祉
協
議
会
、
丹
波
山
村

国
民
健
康
保
険
診
療
所
、

道
の
駅
農
林
産
物
直
売

所
、
丹
波
山
温
泉
の
め
こ

い
湯
、
き
の
し
た
ベ
ー
カ

リ
ー
、
灯
里
に
設
置
し
て

い
ま
す
。
集
ま
っ
た
義
援

金
は
、
山
梨
県
赤
十
字
社

山
梨
県
支
部
を
通
じ
、
被

災
地
へ
送
り
ま
す
。

　
令
和
8
年
度
の
防
災
訓

練
を
9
月
3
日
（
木
）
午

前
11
時
か
ら
正
午
ま
で
、

村
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
行
い

ま
す
。
今
回
は
、
土
砂
災

害
発
生
時
の
対
応
を
上
野

原
警
察
署
の
署
員
か
ら
学

び
、
ド
ロ
ー
ン
を
用
い
た

訓
練
な
ど
も
行
い
ま
す
。

多
く
の
方
の
ご
参
加
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

「マキタスポーツの NEO
無尽 in 丹波山村」
10 月 24 日に開催決定！

財
政
解
説
Ｑ
＆
Ａ
　
　　
【
基
金
】

９月３日に防災訓練
上野原警察署等と
合同で実施

村内７カ所で
義援金を受け付け

熊
本
地
震
被
災
地
へ
丹
波
山
村
の
水
を
提
供

役
場
職
員
も
派
遣

　

最
大
震
度
7
を
観
測

し
、
甚
大
な
被
害
が
出
た

熊
本
地
震
。
丹
波
山
村
を

含
む
全
国
の
約
4
0
0

の
自
治
体
の
首
長
ら
で
組

織
す
る
「
活
力
あ
る
地
方

を
創
る
首
長
の
会
」（
会

長
・
田
中
幹
夫
・
富
山
県

南
砺
市
長
）
を
通
じ
、
同

会
に
所
属
す
る
熊
本
県

八
千
代
市
の
小
野
泰
輔
市

長
が「
最
大
の
課
題
は
水
。

給
水
車
と
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

水
が
ぜ
ひ
と
も
必
要
」と
、

真
夏
の
被
災
地
の
窮
状
を

訴
え
て
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
受
け
、
丹
波

山
村
は
、
村
の
ミ
ネ

ラ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー
「
雲

取
の
し
ず
く
」
の
提
供

を
決
定
。
7
月
31
日
に

5
0
0
m
l
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
24
本
入
り
1
6
7

箱
を
ト
ラ
ッ
ク
に
積
み
込

被災地へ提供した雲取のしずくの積み下ろし＝ 8 月 1 日、
八千代市内

地震による甚大な被害を受けた市街
の様子

イベント
ホームページ

み
、
被
災
地
へ

向
か
い
出
発
。

8
月
1
日
に

八
千
代
市
総
合

体
育
館
に
到
着

し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
丹
波

山
村
で
は
、
村

職
員
1
人
を
応

援
職
員
と
し
て

熊
本
県
内
に
派

遣
し
ま
す
。
山

梨
県
内
の
他
の

自
治
体
か
ら
派

遣
さ
れ
る
職
員

と
と
も
に
、
8

月
28
日
（
金
）

か
ら
9
月
3
日

（
木
）
ま
で
被

災
地
の
支
援
活

動
に
従
事
し
ま

す
。

▼
派
遣
職
員
：

総
務
課 

主
事 

野
中
優
花

ニュースNews

今月の

ん
ら
に
よ
る
ス
テ
ー
ジ
シ
ョ
ー
や
、

飲
食
ブ
ー
ス
で
は
丹
波
山
村
の
食

材
を
使
っ
た
メ
ニ
ュ
ー
も
楽
し
め

ま
す
。
丹
波
山
村
に
住
民
票
が
あ

る
方
は
無
料
で
参
加
い
た
だ
け
ま

す（
事
前
登
録
制
）。
登
録
は
電
話

（
０
４
２
８

－

８
８

－

０
２
１
１
）

　
丹
波
山
村
で
は
、
令
和
７
年
11
月
に
総
務
課
内
に
税
財
政
室
を
設
置
し
、
村
の
財
政
状

況
の
分
析
や
、
支
出
の
見
直
し
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
７
月
23
日
に
は
、
村
議
会
に
財

政
状
況
と
今
後
の
見
通
し
に
つ
い
て
説
明
。
今
号
で
は
、
地
域
未
来
交
付
金
事
業
の
説
明

会
で
も
紹
介
し
た
、
基
金
に
つ
い
て
解
説
し
ま
す
。

「
基
金
」っ
て
な
に
？

村
の
基
金
は

ど
の
く
ら
い

あ
る
の
？

基
金
は

何
に

使
っ
て
い
る
の
？

基
金
は

今
後

ど
う
な
る
の
？

　
　
　
　
「
基
金
」
と
は
、

　
　
　

村
に
と
っ
て
の

「
貯
金
」
で
す
。
特
定
の

目
的
の
た
め
の
基
金
の
ほ

か
、
収
入
不
足
を
補
っ
た

り
、
余
っ
た
お
金
を
積
み

立
て
た
り
す
る
た
め
の
基

金
も
あ
り
ま
す
。
自
治
体

の
富
裕
度
を
測
る
一
つ
の

物
差
し
に
も
な
り
ま
す

が
、
基
金
を
多
く
積
み
立

て
れ
ば
い
い
と
い
う
も
の

で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
法
律

で
基
金
は
、「
確
実
か
つ

効
率
的
に
運
用
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
」（
地
方
自

治
法
第
２
４
１
条
第
２

項
）
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

か
役
場
窓
口
で
受

け
付
け
ま
す
。【
問

い
合
わ
せ
先
】
地

域
創
造
課

　
　
　
　
ま
ず
、
基
金
に

　
　
　

は
、「
財
政
調
整

基
金
」「
減
債
基
金
」「
特

定
目
的
基
金
」
の
３
つ

が
あ
り
ま
す
。
令
和
７

年
度
決
算
（
見
込
）
で

は
、
財
政
調
整
基
金
残

高
が
３
億
６
４
０
０
万

円
、
減
債
基
金
残
高
が

１
億
９
１
０
０
万
円
、

特
定
目
的
基
金
残
高
が

５
億
３
３
０
０
万
円
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
「
減
債
基
金
」

　
　
　
は
村
が
借
り
た
地

方
債
を
償
還
（
返
済
）
す

る
と
き
の
元
金
に
加
え
、

そ
れ
に
伴
う
利
子
、
簡
易

水
道
事
業
や
下
水
道
事
業

な
ど
へ
の
繰
出
に
も
使
用

し
て
い
ま
す
。「
特
定
目

的
基
金
」
は
、
温
泉
施
設

や
小
中
学
校
の
管
理
費
、

工
事
等
に
使
用
す
る
公
共

施
設
整
備
基
金
な
ど
の
ほ

か
、
令
和
６
年
度
か
ら
開

始
し
た
「
丹
波
山
村
就
学

就
労
応
援
基
金
」
も
こ
れ

に
当
た
り
ま
す
。　
　

　
「
財
政
調
整
基
金
」
は
、

村
の
税
収
や
国
や
県
か
ら

交
付
さ
れ
る
お
金
を
充
て

て
も
一
般
財
源
が
不
足
す

る
と
き
に
取
り
崩
し
て
使

用
し
ま
す
。
反
対
に
、
余

裕
が
あ
る
と
き
に
は
赤
字

に
な
ら
な
い
程
度
の
額
を

基
金
に
積
み
立
て
ま
す
。

　
一
般
財
源
は
、
役
場
職

員
の
人
件
費
や
、
社
会
福

祉
、
教
育
、
消
防・防
災
、

選
挙
等
、
幅
広
い
分
野
に

使
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

た
め
、
ど
の
分
野
の
何
の

事
業
に
財
政
調
整
基
金
を

い
く
ら
充
て
た
か
と
い
う

こ
と
を
特
定
す
る
の
は
困

難
で
す
。
７
月
23
日
の
村

議
会
の
研
修
会
で
は
、
普

通
交
付
税
の
算
定
に
用
い

ら
れ
る
基
準
財
政
需
要
額

や
決
算
統
計
等
の
数
値
か

ら
導
い
た
按
分
率
か
ら
算

出
し
た
も
の
を
、
各
事
業

費
に
充
当
し
た
金
額
と
し

て
説
明
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
令
和
７
年
度

　
　
　

決
算
見
込
の
財

政
調
整
基
金
残
高
は
、

３
億
６
４
０
０
万
円
で
、

令
和
６
年
度
決
算
時
点
の

４
億
１
３
０
０
万
円
か
ら

４
９
０
０
万
円
減
少
し
て

い
ま
す
。
丹
波
山
村
の
規

模
で
は
、
財
政
調
整
基
金

が
３
億
円
程
度
あ
れ
ば
安

定
し
た
財
政
運
営
が
で
き

る
と
見
込
ま
れ
て
い
ま

す
。
財
政
調
整
基
金
の
取

り
崩
し
を
減
ら
し
、
基
金

を
残
す
た
め
に
は
、
支
出

を
見
直
し
、
使
い
道
を
精

査
し
て
い
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。

【
基 

金
】
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低
速
で
走
る
電
気
自
動
車

「
グ
リ
ス
ロ（
グ
リ
ー
ン
ス
ロ
ー

モ
ビ
リ
テ
ィ
）」
は
、
診
療
所

へ
の
送
迎
だ
け
で
な
く
、
温

泉
・
道
の
駅
や
、
郵
便
局
、
飲

食
店
、ご
友
人
宅
の
訪
問
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
目
的
で
ご
利
用
い

た
だ
け
ま
す
。「
A
T
M
で
現

金
を
下
ろ
し
た
い
」「
集
め
た

村
内
の
移
動
に
グ
リ
ス
ロ
を
活
用
く
だ
さ
い

熱
中
症
対
策　

各
地
区
集
会
所
と

郵
便
局
を
開
放
中

　
7
月
21
日
か
ら
始
ま
っ

た
丹
波
小
・
中
学
校
の
夏

休
み
。
今
年
は
初
め
て
の

試
み
と
し
て
、
丹
波
山
村

役
場
裏
の
雲
取
テ
ラ
ス
で

村の子どもたち

　
木
下
喜
人
村
長
、
嶋
﨑

修
教
育
長
ら
が
7
月
29
日

に
山
梨
県
庁
を
訪
問
し
、

長
崎
幸
太
郎
山
梨
県
知
事

に
丹
波
山
村
の
教
育
の
取

組
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し

山梨県知事へ「丹波山式ゆるイエナ」を説明

ラ
ジ
オ
体
操
、
プ
ー
ル
、
宿
題
…

　
　
　
　
　
丹
波
っ
子
た
ち
の
夏
休
み

地域活性化起業人

　
サ
ミ
ッ
ト
株
式
会
社
で

は
、
サ
ミ
ッ
ト
の
ポ
イ
ン

ト
カ
ー
ド
会
員
を
対
象

に
、
丹
波
山
村
成
畑
地
区

の
サ
ミ
ッ
ト
フ
ァ
ー
ム
で

農
業
体
験
を
行
っ
て
い
ま

す
。
毎
年
大
人
気
の
こ
の

ツ
ア
ー
、
今
年
の
夏
は
7

月
25
日
、
29
日
、
8
月
1

日
の
計
3
回
、
36
組
の
定

員
に
対
し
、
1
0
0
0

暑い日の移動にはグリスロをご利用ください

コ
ッ
プ
の
水
を
こ
ぼ
さ
な
い

よ
う
に
走
り
、
タ
イ
ム
を
競
う

「
ウ
ォ
ー
タ
ー
エ
コ
ラ
ン
」

商
工
会
や
大
人
の
地
域
留
学
生

な
ど
に
よ
る
出
店
も
盛
況

熊
本
地
震
復
興
支
援
の
た
め
の

チ
ャ
リ
ティ
ー
輪
投
げ

鴨
沢
公
民
館
で
は
木
下
和
彦
さ

ん
に
よ
る
郷
土
史
講
演
も

大
人
気
！　
サ
ミ
ッ
ト
フ
ァ
ー
ム

　
　
　
　
　
　
　
　
農
業
体
験
バ
ス
ツ
ア
ー

組
を
超
え
る
応
募
が
あ
り

ま
し
た
。
参
加
者
は
、
丹

波
山
の
夏
の
日
差
し
と
風

を
感
じ
な
が
ら
、白
ナ
ス
、

ピ
ー
マ
ン
、
唐
が
ら
し
、

ト
マ
ト
、
丹
波
き
ゅ
う
り

な
ど
の
収
穫
を
楽
し
ん
で

い
ま
し
た
。

（
地
域
活
性
化
起
業
人　

内
山
健
太
）

た
。
丹
波
山
村
で
は
ド
イ

ツ
発
祥
の
教
育
手
法
で
あ

る
イ
エ
ナ
プ
ラ
ン
教
育
を

ベ
ー
ス
に
し
た
「
丹
波
山

式
ゆ
る
イ
エ
ナ
」を
掲
げ
、

山
村
留
学
で
教
育
を
核
と

し
た
子
育
て
世
帯

の
移
住
促
進
に
取

り
組
ん
で
い
る
こ

と
や
、
丹
波
小
学

校
で
行
わ
れ
て
い

る
「
サ
ー
ク
ル
対

話
」、
丹
波
中
学

校
の
「
自
己
調
整

学
習
」
な
ど
、
新

た
な
試
み
に
つ
い

て
紹
介
し
ま
し

た
。

　

熱
中
症
予
防
の
た
め
、

9
月
30
日
（
水
）
ま
で
、

各
地
区
の
集
会
所
・
公
民

館
と
、
丹
波
山
郵
便
局
を

「
指
定
暑
熱
避
難
施
設
」

と
し
て
開
放
し
て
い
ま

す
。
時
間
は
、
午
前
9
時

か
ら
午
後
4
時
ま
で
（
郵

便
局
は
平
日
の
み
）。
自

由
に
冷
房
を
つ
け
て
、
涼

し
く
し
て
ご
利
用
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
集
会
所
等
へ

の
移
動
に
は
、
グ
リ
ー
ン

ス
ロ
ー
モ
ビ
リ
テ
ィ
も
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

促
進
セ
ン
タ
ー

で
開
か
れ
、
夏

休
み
の
宿
題
な

ど
に
取
り
組
ん

だ
ほ
か
、
31
日

に
は
、
風
の
子

レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
で
竹
を

使
っ
て
箸
と
器

を
作
り
、
流
し

そ
う
め
ん
を
し

て
楽
し
み
ま
し

た
。

（
教
育
委
員
会
）

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
キ
ャ
ッ
プ
を
社

会
福
祉
協
議
会
へ
持
っ
て
い
き

た
い
」
な
ど
の
用
に
も
お
応
え

し
て
い
ま
す
。

　
毎
週
月
・
水
曜
日
（
祝
日
を

除
く
）
に
は
、
丹
波
山
村
役
場

を
午
前
10
時
と
午
前
11
時
に

出
発
し
、
奥
秋
、
宿
、
道
の

駅
、
岡
部
商
店
、
押
垣
外
、
の

朝
の
ラ
ジ
オ
体
操
を
行
い

ま
し
た
。
7
月
28
～
30
日

に
は
、
学
習
院
大
学
の
学

生
に
よ
る
「
フ
ォ
ロ
ー

ア
ッ
プ
学
習
会
」
が
交
流

　
鴨
沢
文
岳
館
の
開
館
か

ら
１
周
年
を
迎
え
る
の
に

合
わ
せ
、「
鴨
沢
文
岳
館

ま
つ
り
2
0
2
6
」
を

8
月
9
日
に
開
催
し
ま
し

た
。
記
録
的
な
少
雨
に
よ

り
、
小
河
内
ダ
ム
（
奥
多

摩
湖
）
の
貯
水
量
が
少
な

い
状
態
が
続
く
中
、
元
役

場
職
員
で
自
然
ガ
イ
ド
の

木
下
和
彦
さ
ん
が
、
東
京

都
の
水
源
地
と
し
て
の
丹

鴨
沢
文
岳
館
ま
つ
り
2
0
2
6
を
開
催

地域おこし協力隊通信

波
山
村
の
歴
史
を
、
明
治

42
年
に
尾
崎
行
雄
東
京
市

長
ら
が
調
査
に
訪
れ
た
際

に
詠
ん
だ
歌
な
ど
を
紹
介

し
な
が
ら
講
演
。
こ
の
ほ

か
、「
水
」
を
テ
ー
マ
に

し
た
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ

や
、
焼
き
鳥
や
か
き
氷
な

ど
の
出
店
も
あ
り
、
多
く

の
人
で
に
ぎ
わ
い
ま
し

た
。

め
こ
い
湯
、
高
尾
、
交
流

促
進
セ
ン
タ
ー
等
を
巡
る

ル
ー
ト
で
周
回
し
て
い
ま

す
。
午
後
は
予
約
に
よ

り
、
ご
指
定
の
場
所
ま
で

送
迎
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
お

気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。【
お
問
い
合
わ

せ
先
】
集
落
支
援
員 

白

川
T
E
L
：
0
4
2
8-

8
8-

0
6
1
2
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…………………………………………
スマート・ライフ・プロジェクトで
健康寿命を延ばしましょう
…………………………………………
９月１日から３０日までの１か月は、「健
康増進普及月間」です。健康寿命の
延伸を目標に、「スマート・ライフ・プ
ロジェクト」が推進されています。生
活習慣病について理解し、運動・食事・
禁煙などにより生活習慣を改善するこ
とで、人生の最後まで元気に楽しみな
がら健康な毎日を送りましょう。

…………………………………………
まだ間に合います！　特定健診を
受けましょう
…………………………………………
特定健診は、メタボリックシンドロー
ム（メタボ）に着目した健康診断です。
年齢 40 ～74 歳の国民健康保険の被
保険者で、今年度健診を受けていない
方は、村の診療所で健診が受けられま
す。受診期間は、令和８年９月１日(火 )
から令和９年３月３０日 ( 火 )まで。個
人負担は1,000 円です。受診を希望
する方は、住民生活課へご連絡くださ
い。
年に一度は健診を受け、自分の健康状
態をチェックしましょう。また、国民
健康保険の被保険者で、職場の健診
を受診された方は、健診結果の写しの
提出にご協力をお願いします。

…………………………………………
9月は高齢者悪質商法被害防止キャ
ンペーン月間です
…………………………………………
高齢者を狙った悪質商法による被害
が後を絶ちません。「分電盤の無料点
検」として交換を勧め、契約を迫る点
検商法などが確認されています。「点
検」と言われたら、相手の身元を確認
する、契約を迫られてもその場で判断
しないなど、被害に遭わないように対
処しましょう。気になることや不安が
あれば、一人で悩まず、早めに消費生
活センターへ相談ください。
【問い合わせ先】
消費者ホットラインTEL：188（いや
や）、山梨県県民生活センターTEL：
055-235-8455、地方相談室（都留市）
TEL：0554-45-5038
…………………………………………
9月 21日は「認知症の日」です
…………………………………………
認知症は、誰もがなり得る身近な病気
です。日本では、65歳以上の5人に
1人が認知症といわれています。認知
症の人が尊厳と希望を持って暮らすこ
とができるよう、令和 5年 6月に「共
生社会の実現を推進するための認知
症基本法」が成立し、9月は「認知症
月間」、9月21日は「認知症の日」と
定められました。今年の認知症の日の
評語は、「忘れても笑顔で暮らせる街
づくり」です。この機会に認知症や認
知症に対する取り組みについて考えて
みましょう。

お知らせ　Information

カレンダー
ゴミ分別収集日程表9月

日 月 火 水 木 金 土
30 31 1

・鴨沢出張診療所
   診察日

2 3

・防災訓練

4

・カルチャークラブ

5

6 7 8 9

・9 月定例議会開会
・タバスキー
  スポーツクラブ

10

・心配ごと相談

11

・カルチャークラブ

12

13 14 15 16 17 18

・カルチャークラブ

19

20 21
敬老の日

22
国民の休日

23
秋分の日

24 25

・カルチャークラブ
・出張移住相談会

26
・たばやまデパート

27
・舞茸祭
・たばやまデパート

28 29

・ふれあい昼食会

30 1 2 3

…………………………………………
9月 29日に「ふれあい昼食会」
…………………………………………
食生活改善推進員会では、高尾・押
垣外地区の 65歳以上の方を対象に
「ふれあい昼食会」を9月29日 ( 火 )
午前 11時 30 分から押垣外公民館で
開きます。参加を希望する方は、9月
11日 ( 金 )までにご連絡ください。高
尾地区から参加される方は送迎しま
す。なお、当日参加できない70 歳以
上の方には、配食があります。
【申込先】
社会福祉協議会TEL：0428-88-0480
…………………………………………
デイサービスを見学しませんか？
…………………………………………
「デイサービスを利用したい」と思った
ときは、地域包括支援センターへご連
絡ください。見学も歓迎します。時間
は、午前10 時から午後4時まで。ご

自由にお越しください。
【問い合わせ先】
社会福祉協議会TEL：0428-88-0480
…………………………………………
10 月 3 日に県民の日記念行事富
士吉田会場
…………………………………………
「県民の日記念行事富士吉田会場」の
記念行事を10月3日 ( 土 ) 午前 9 時
30 分から午後３時まで、富士山パー
キング（山梨県立富士北麓駐車場）で
開催します。ふれあいステージでは、
郷土芸能・文化活動の発表や地元住
民有志によるパフォーマンスを、交流
広場では、「買う」「食べる」「体験する」
をテーマに、バラエティ豊かな出展が
予定されています。ぜひお出かけくだ
さい。
【問い合わせ先】
山梨県総合県民支援局まなび支援課
地域づくり・ＮＰＯ担当 TEL：055-
223-1350

国民健康保険税第 3 期、
後期高齢者医療保険料第 3 期、
簡易水道・下水道使用料 7・8 月分納期限

第 196 号

【場所】コミュニティサロン（4日、11日）
	 丹波山村役場２階大会議室
	 （18日、25日）
【時間】午後3時～5時
【内容】	 4日㈮　囲碁・将棋・健康麻雀
	 11日㈮　読書の会
	 18日㈮　塗り絵・スケッチ
	 25日㈮　手芸・編み物

※小学生以下のお子さまが参加される場
合は、ぜひ保護者の方もご参加ください。
※手芸、編み物は材料をご持参ください。

元サッカーコーチで、地域おこし協力隊の佐藤啓
人さんが教えるストレッチ教室です。子どもから
ご高齢の方まで、どなたでも無理なく取り組める
内容です。動きやすい服装でお越しください。18 日㈮ 午後 5 時 30 分〜 6 時

「ストレッチ教室」

入退室自由・
村民なら誰でも参加OK！

カルチ
ャークラブ 小学生向け手芸

『ビニールペンケース作り』
好きなシールやボールチェーンを
付けてデコレーションできます。
【持ち物】◎ B4サイズのソフト
カードケース1枚　◎直径1.3cm
のスナップボタン3組
※材料は各自持参してください。

【問い合わせ先】教育委員会 0428-88-0211

夜もカルチャークラブ

 燃える
ゴミ

 燃える
ゴミ

 燃える
ゴミ

 燃える
ゴミ

 燃える
ゴミ

 燃える
ゴミ

 燃える
ゴミ

 燃える
ゴミ

  粗大ゴミ

  カン

 ビン ペット
   ボトル

 ゴミ収集
なし

 ゴミ収集
なし

   雑誌

 新聞

   
ダンボール

   
プラスチック

   
ミックス紙


